






















 研究科・専攻  東北大学大学院経済学研究科(博士課程後期3年の課程)
経営学専攻
 論文題目我が国電機産業における賃金政策の変遷に関する研究
 一電機労連及び電機連合の視点から一
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 論文内容の要旨
 1.研究の背景と羅的
 今日の我が国電機産業は、本格的な高度情報化社会・知識社会を迎え、理(inform&tiOn
 technoiogy)を中心とした主要なハイテク企業を有しており、急速な技術革新の進展と厳しい国際
 競争に晒されている。しかしながら、未来に向けて限りない可能性、魅力、話題性を保持している
 産業である。これらの経営環境を踏まえ、高付加価値の創出を目指すべく、ホワイトカラーを中心
 として仕事の仕方やアウトプットの質が大きく変貌している。今日においては、研究・開発者やソ
 フトウェア技術者等のホワイトカラーを巡る報酬形態、就業形態をはじめとする人事処遇制度の在
 り方が大きく注目されている。
 「全日本電機機器労働組合連合会」(以下、電機労連)及び「全日本電機・電子・情報関連産業労
 働組合連合会」(1992年7月より電機労連から組織名称を変更、以下、電機連合)は、電機産業主
 要各社の労働組合によって組織化されている産業別労働組合であり、今日に至る産業内各社の賃金
 制度を中心とした労務政策の形成へ影響を与えてきた。電機労連及び電機連合の賃金政策は、第1
 次賃金政策(1967年確立)から第5次賃金政策.(2001年確立)に渡っての形成過程が存在している。
 これらの各次賃金政策が、如何なる変遷過程を辿って今日に至り、各変遷過程においては如何なる
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 3.結論
 電機産業主要各社においては、1960年代から1980年代にかけて終戦直後からの年齢・学歴・勤続
 年数など労働者の属性基準から職務そのものによる職務基準の賃金形態への移行を目指し、その後
 再び加齢に伴う生計費や能力・習熟要素を加味した属性基準の賃金形態に至る変遷過程が存在して
 いる。具体的な事例である松下電岩産業においては、!966年に従来までの年功賃金から同一労働同
 一賃金を屓指して、職務基準の賃金形態である「仕事別賃金」を確立した。しかしながら、その後
 において従業員構成の高齢化と急速な技術革新による高学歴化が進展し、中高年層への処遇と生計
 費を考慮した「仕事別賃金」に向けて様々な側面から改定が繰り返された。1986年には、従来まで
 の職務基準の賃金形態から生計費の保障、職務遂行能力及び習熟要素を基軸として抜本的に改定さ
 れた。電機労連においては、1967年から1984年にかけて、第1次賃金政策から第3次賃金政策迄の
 形成過程が存在している。第1次賃金政策は、1967年に松下電器産業の「仕事別賃金」をベースと
 して形成され、職種別・熟練度別シングル・レートの職務基準の賃金形態を推奨した。その後の第
 2次賃金政策は、1978年にライフ・サイクル論を踏まえ生涯に渡る生計費の確保を目指した。第3
 次賃金政策は、1984年に生計費や能力・習熟要素を加味した属性基準の賃金形態に大きく変貌した。
 !980年代以降の電機産業各社においては、急速な技術革新に伴う高学歴化とホワイトカラー化が。
 職務定義と分析の不確定な職務従事者層を大量に発生させている。電機労連の「職種別賃金」及び
 松下電器産業の「仕事別賃金」の双方においては、その形成の起源において同一労働同一賃金によ
 る職務基準を基本とした理想の賃金形態を目指した。しかしながら、双方において当初目指した職
 務基準の賃金・形態は.この時期に形骸化した。
 今日における「成果主義賃金」の普及は、属性基準の賃金形態から再び姿を変えて職務基準の賃
 金形態へ移行しようと喘いでいる時代と捉えられる。日経連は、2002年に``成果の質と現れ方の差
 異"に着目した属性基準と職務基準の各要素を組み合わせた複線型の賃金形態である「多立型賃金」
 を提唱し、今日の日本経団連に継承している。労働界においては、1990年代後半より生活要素中心
 から職務要素を考慮とした賃金形態が検討されはじめ、今日において評価システムヘの監視が重要
 視されている。電機連合は、2001年に確立された第5次賃金政策において、キャリア形成を踏まえ
 “職群の特質"に着目した従来までの属性基準に加え職務基準の各要素を適切に組み合わせた複線
 型の賃金形態が提唱された。今Elの我が国労使においては、1950年代から!960年代に存在していた
 賃金形態の移行を巡る論争は存在していない。即ち、「成果主義賃金」の導入に向けた可否の議論
 ではなく、賃金水準の格差拡大傾向にある状況下、評価システムを中心とした制度運用の適否が議
 論されている。
 今日の電機産業主要各社においては、事業構造改革の一貫として人事処遇制度改革が実施され、
 賃金水準の市場性、適正化、年功要素の払拭を狙いとした職務基準の賃金形態を目指している。具
 体的には、様々な職種を大くくりな職群別に区分し、それらの職群の特質と価値に基づく一定の賃
 金水準の格差を容認した賃金制度が導入されている。しかしながら、一方において技能職を中心と
 して能力の伸長や習熟を考慮した労働者の属性が考慮されている。即ち、今日においては、再び職
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 中高年層への処遇問題と高学歴化等が進行することによって、シングル・レートの職務給制度への
 修正が繰り返されることとなり、第2次賃金政策(1978年)ではライフ・サイクル論を踏まえた生
 計費確保が、第3次賃金政策(!984年)では能力・習熟度要素が、それぞれ加味された属性基準の
 賃金形態が採用された。このように1980年'前後において、同一労働同一賃金の職務基準から、生計
 費や能力等を考慮した属性基準による賃金形態へと大きく転換したといえるが、1990年代以降バブ
 ル経済崩壊後の平成不況の中で、顕在的成果に基づく賃金形態の必要性が論議されるようになり、
 第5次賃金政策(2001年)では従来の属性基準のほかに職務基準の要素が付加された複線型の賃金
 形態が提起され、同時期に日経連側からも、成果の質と現れ方の差異に着目した「多立型賃金」
 (2002年)が提案され.今日に至っている。
 このような歴史的経緯をふまえ、柚原氏は、今日の電機産業における成果主義賃金は、かつての
 日本的な職務給制度と同様に、いまだ属性基準が加味された状態にあるとの認識を示し、当面の課
 題としては職務基準と属性基準の適切な組み合わせに関する論議が必要であることを主張する。し
 かし、将来的には職務基準のウエイトが高まることが予想されるところがら、賃金水準の格差や評
 価の在り方等の問題が十分検討されなくてはならないとし、さらには労働者個人に対する外的報酬
 だけでなく内的報酬に関する検討の要請も必要であると論じる。
 かくのごとき柚原氏の考察は、綿密な資料収集とヒアリングにもとづくもので、一定の独自性と
 説得力がみられる。
 よって、本論文は、博士(経営学)の学位に値するものと判断する。
 経494
